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フィンラン ドの国語教科書 の特徴 について

一一 戦 後 日本の国語教科書 との比較 を通 して

八 田 幸 恵

1.は じめに

現在 、 「PISA調 査」は注 目を集 めてい る。 その 中で

も、一般 的 に 「読解 力」 と訳 され るReadingLitera(y

の調 査は 、 もっ とも関心 が寄せ られ てい る。 とい うの

も、 「読解 力」 の調 査 にお ける 日本 の 生徒 の成 績 が 、

2000年 調 査 では8位 だ ったの が2003年 調査 で は14

位 まで低 下 したか らで ある。 得 点の低 下幅 が参 加国 中

で最大 だ った こ と、そ して1位 グルー プ と有 意差 を示

したこ とによ って、 「読解力 低 下」とセ ンセ ーシ ョナル

に報道 され た。

そ して、 日本 の国語 教育 が 目指 すべ きモ デル として 、

2003年 度 のPISA調 査 「読解力 」お よび総 合 で1位 に

な った フ ィン ラン ドの教 育 が紹介 され て きた。た だ し、

少人数指 導や グル ー プ学 習 、テ ィーム ・テ ィーチ ン グ

とい った学習 形態 や 、読書指 導 の豊か さな どは指摘 さ

れ るものの1、国語 科 の教 科 内容 と指 導方 法 の具 体的 な

あ り方 につ いての 論究 はない。

しか し、 フ ィン ラン ドで使 用 され てい る国語 科の 教

科書(メ ル ヴ ィル ・バ レ他 著 、北川 達夫&フ ィ ンラ ン

ド・メ ソッ ド普及 会訳 ・編 『フ ィン ラン ドの国語教 科

書3～5年 生(経 済界 、2005年)(以 下 「教科 書」と略

記 す る)が 翻 訳出版 され てい る。 これ を検 討 す るこ と

によっ て、 フ ィンラ ン ドの国語 教育 の特徴 を具 体的 に

理解 す る ことがで き ると考 え られ る。

「教 科書 」 を翻 訳 した 北川 達夫 は 、 「教科 書」 か ら

読 み取 る ことがで き るフ ィンラ ン ドの国語 教育 の特徴

と して、 読み書 きの型 を繰 り返 し使 わせ る とい う手法

を強 調 して紹介 し、読解指 導や 作文指 導 の系統性 を指

摘す る。 すな わ ち、読解 にお いては物 語 を問題 解決 と

い う型 と して指 導 してい る点 、作文 指導 におい ては 、

発想 を広 げ る 「カ ル タ」や 論理 的 に意見 を述べ るた め

に 「主張一 根拠 」 とい う型 を指 導 してい る点が 主張 さ

れ てい る。そ して、その よ うな型 を使い こなす ことが、

「PISA調 査 」の 「読 解力 」にお け る好 成績 に つなが っ

てい る と述 べ られ てい る2。

しか しなが らこの 「教科 書」 は 、全体 を通 して検 討

してみ る と、様 々な 点で ユニー クで あ るこ とが わか る。

最 も大 きな特徴 は、 日本 の教科 書 とは大 き く異なる構

成方 法で あ る。 「教科 書」の構成 方法 は、戦 後 日本 の国

語教 育 にお い て対立 軸 とな って きた 、「単元 学 習」 と

「系統 学習 」の 両要素 を取 り込 み、 それ らを止揚す る

可能性 を示 唆 してい る。

そ こで本稿 で は、 「教科 書」の 特徴 を、戦後 日本 の国

語教科 書 との比較 にお い て浮 き彫 りにす る。 そ うす る

ことが 、 日本 の国語 教 育の文 脈 に照 ら して フ ィンラン

ドの国語 教育 を理解 し、 フィ ンラ ン ドの国語 教育か ら

日本の 国語教 育 が学ぶ べ き点 を明 らか にす る ことにつ

なが る。

まず 、第2節 におい て、戦 後 日本 にお け る国語科教

科 書の構成 の変遷 につ いてそ の概 要 を描 き、構 成方法

の特 徴 を指摘 す る。 次 に第3節 におい て、第2節 で 明

らかに した 日本の 国語教 科書 の特徴 を念頭 に置いた上

で、 フィ ンラ ン ドの国語 教科 書の 特徴 を分析 す る。

2.戦 後 日本 にお ける国 言吾教科 書 の構成の 変遷

戦 後 日本 の 教科書 は、 学習指 導要 領 に基 づ いて作成

され て きた。 そ こで、 「学習指 導要領 国語 科編 」(以

下、 「要領 」と略記す る)の 基本 的 主張 に従 って戦後 を

3期 に分 け、各 時期 での教科 書 の構成 方法 を見 てい く。

(1)1947・1951年 版学 習指導 要領一 子 どもの言

語生活 の重 視

1947年 に 「試 案」として文部省 か ら出 され た 「要領」

には、 「国語科 学習指 導 の 目標 は、児童 ・生徒 に対 して、

闇 くこ と、話す こと、読 む こ と、つ づ るこ とに よって、
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あ らゆ る環境 にお ける こ とばのつ かい かた に熟達 させ

る よ うな経験 を与 える こ とであ る」 と明確 に述べ られ

て い る。 ここ におい て、子 どもの言語 生活 全体 を国語

科 の 対象 とす る国語教 育 の方針 が示 された。 この 「要

領 」 では、 「読 む」 「書 く」 「聞 く」 「話 す」 とい う言語

活 動 に基づ く領 域 が設 定 された。 この よ うな国語 科

の 主 張は 、1951年 版 の 「要領 」 に も受 け継 がれ る。

これ らの場 面 ほ とん ど、い さむ さん とその場 にい る

人物 との会話 で表 現 され る。 そ して、質 問一 応答 とい

うや りと りや 、 話 し合 い が繰 り返 し描 か れ てい る。

こ こか らわか る よ うに、戦 後新 教 育期 の検 定 教科書

は、一冊 ご とに一 貫 した人物 の設定 を と り主人公 が活

資 料2「 が っこ うご っこ」 と 「かい もの」 の場 面

で は この時期 の教科 書 は どの よ うな もの

だ ったの だろ うか。1947年 、戦後 新教 育 を

実 現 すべ く、 石森延 男 を中心 に して編 集 さ

れ た 小 ・中 ・高 の教科 書 であ るい わ ゆる1み

ん ない い子読本 」が、国定教 科書 として文部

省 よ り発行 された。 同年 九月、教科 書 検定

制 度 が発 表 され る。検 定 におい て 「み んな

い い子読本 」 は内容 が貧弱 で ある と批 判 さ

れ 、再 び石森 を 中心に研 究が重ね られ る。

そ して 、1949年 に 「ま こと さんは な こ さん」

「い なかのい ちにち」 「い さむ さん の うち」

な どが 、検 定 教科書 と して発行 され た3。

では 、 「い さむ さんの うち」 の構 成 をみ

て み よ う。資 料1は 「い さむ さんの うち」

の 目次 で ある。 「一 い さむ さんの うち」は、

い さむ さん の誕生 日を家 族が祝 って い る場

面 が描 かれ、 い さむ さんがプ レゼ ン トの中

身 を当て よ うとす る様子 が描 かれ てい る。

次 に 「二 なか よ し」 では、 い さむ さんの

家 に あき こさん、 ま こ とさん 、は な こ さん

が 遊 びに きて、 「が っこ うごっ こ」をす る様

子 が描 かれ てい る。そ して 「三 か い もの」

資料1「 い さむ さん の

うち」 の 目次

も く じ

一 い さむ さん の うち

二 なか よ し

三 かい も の

四 えんそ く

五 お ば さ んの うち

六 ど うぶ っ えん

七 いっっ の とび ら

八 おは な しかい

九 かみ しば い

にお い ては、

い さむ さん

はお母 さん と

買い物 に 出か

け、電 車 に乗

った り、デパ

ー トに行 った

りしてい る。
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か

い
も

の

こ」 と 「かい もの 」を

描 い た場 面 で あ る。

(海後 宗 臣 編纂 『日本 教科 書体 系 近 代編 第 九巻 国 語

(六)』 講 談社 、1964年 、485頁 よ り筆者抜 粋)
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動す る様 子 を描 くこ とで ・ 当時の 日本 の子 どもたち に

求 め る言語 活 動 を描 いて い る・ そ うす る こ とで・家 ・

学校 、社会 と同心 円的 に経 験 を拡大 しなが ら・生活 の

中で必要 に応 じて言語 を学 習 して い く理念 を具現化 し

たので ある。 ただ し、い さむ さん な ど登 場す る人物 の

内面世界 が描 かれ るこ とはな く・ どの 人物 に も個性 は

感 じられ ない。

こ の よ うな教 科 書 を材 料 と して 、 実 践 現 場 で は 、

「電話 のか け方 」 「会議 の進 め方 」 「新 聞 の編 集 の仕

方」 「ポ スター な どの宣伝 文の書 き方 」 「イ ンタ ビュー

の仕方 」な ど、 日常 の言語 生活 の あ らゆ る場 面にお け

る言語活 動 を行 う 「単元 学 習」 が 展 開 され た。

(2)1958・1968・1977年 版学 習指 導要 領一 言 話

教育 と して の 系統 性 の重 視

戦後新 教 育 の理 念 を背負 って展 開 され た 「単元学習」

で あるが、1950年 代 も半ば に もな る と、基礎学 力の低

下 を招 いた とい う批判 が多 くな され る よ うにな る。経

験重視 の 「単元学 習」 は教育 内容 に系統性 が ない と さ

れ、基礎 学 力の保 障 と系統学 習 の重視 が 強調 された。

これ を受 けて 、 「告 示」され た1968年 版 「要 領」は 、

「言語 教育 と しての国語 科」 とい う立場 を明確 に主 張

した。新 た に され た国語 科 の 目標 に合 わせ て 、前回 ま

での 「要領 」で採 用 されて いた 「聞 く」 「話 す」 「読む」

「書 く」 とい う領 域 に変わ って 、 「表 現」 「理解 」 とい

う二っ の領域 と 「言語 事項」 か らな る二領 域一 事項 と

い う領域 構成 が採 用 された。 この時 点か ら、文 法 と語

彙 の取 立て指 導 が導入 され る。言 語教 育 と して国語科

そ して 系統性 の 重視 とい う主張 は、 二領域 一事 項の構

成 と合 わせ て、1989年 版r要 領」ま で続 くこ とにな る。

では 、 この時期 の教 科書 は どの よ うな もの だった の

だ ろ うか。 まず 、編成 の主体 が文 部省 か ら民 間の教科

書 会社 に移 され た。 これ と同時 に教科 書 は、石 森の よ

うな一 人の編 者 が書い た一連 の物 語 では な くな り、本

物 の作 家が 書い た複数 の作 品が掲 載 され る よ うにな る。

この時 点か ら 日本 の国語教科 書 は、 オ ムニバ ス形式 の

作品集 と して の性 格 を強 く持 っ よ うにな った。 また 、

作品 の後 ろに設 問 が並 び 、作品 の間 には 、文法 と語彙

の学習 のペ ー ジが挟 まれ る とい う形 がで き あがった。

た とえ ば 、『国 語 四年 生(上)』 『国 語 四年 生

(下)』(教 育 出版 、1974年)に は、物語 文 ・詩 と して

「霧 の 中のお じい さん」 「ひ とび と」 「出 港」 「天 じょ

う」 「に ぎ りこぶ し」 「雪 の 日の で きご と」 「っきの わ

ぐま」 「つ り」 「谷 間 に かか った に じの橋 」 「はだか の

王様 」 「八郎 」 「黒た か をっ ぐ者 」 「古 い しらか ばの木 」

が 、そ して説 明文 と して 「三島池 の まが も」 「みつば ち

の生活 」 「天気 とわ た したちの 生活 」「もっ とも速い も

の は」 とい う作 品が 掲載 され てい る。

(3)1989・1998年 版 学習指 導要 領 「伝え合 う

力」 の 重視

1980年 代 に入 る と、子 どもた ちが コ ミュニケーシ ョ

ンや表 現 を行 う場が奪 われ てい うとい う主 張が出始 め、

また一 方 で グローバル 化が進 む 世界 で強 く生 き抜い て

い く個 人 の育成 を要求 す る声 が 上が って きた ことを背

景 に、話 し言葉 に よる コ ミュニ ケー シ ョン、音読、演

劇 な どの指 導 が再 び 重視 され る よ うに な った。

1989年 版 の 「要 領」 では 、従 来の 「聞 く」 「読む」

重視 の受 信型 か ら、 「話 す」 「書 く」重視 へ の発信型 へ

と変 わる こ とが述べ られた。この 「要領 」に は、「伝 え

合 う力 を高 め る」 とい う文言 が登 場 し、コ ミュニケー

シ ョンの教 育 が 重視 され た。 これ を受 け て、 「理解 」

「表現」 「言語 事項 」 の二領域 一事 項は改 め られ 、 「伝

え合 い」 場 面にお け る言語活 動 として 「話 す ・聞 く」

「書 く」 「読 む」 の三領 域が採 用 され るこ とになった。

この 時期 の教科書 の構成 を見 てみ よ う。 た とえば、

『国語 四年(上)』 『国語 四年(下)』(光 村 書店 、

2003年)に は、次の よ うな作 品が掲 載 され てい る。ま

ず 、物語 文 ・詩 として 「三 つのお 願 い」 「春 の うた」「白

いぼ うし」 「一つ の花」 「アサ ガオ」 「ごん ぎっね」 が、

説 明 文 と して 「ツバ メが すむ 町 」 「体 を守 る仕組 み 」

「手 と心 で読 む 」 「手 話 との 出 会 い 」 「動 く絵の不 思

議 」が収 め され てい る。 そ して、 作品 とは別 に活動 単

元 と して 「新 聞記者 になろ う」 「十 才を祝 お う」 「生活

を見つ めて 四年 一組 生活 白書Jと い う単元 が掲 載

され てい る。 また 、 どの作 品に もその作 品 をいか した

活 動 が設 定 され てお り、た とえば 「白いぼ う し」とい う

作品の後 に は、 「ポス ター をかい て、作品 を しょ うかい

しよ う」 とい う活動 が設 定 され てい る。 そ してこの活

動は、 実際 に教科書 の上 で、 「なつ み」や 「よ ういち」

とい っ た人物 に よっ て展 開 され てい る。

これ を(2)の 時 期 の教科書 と比較す る と、作品数
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が減 少 してい る ことがわ か る。その 代わ り、 「新 聞記者

にな ろ う」 「生活 を見つ めて」 な ど、 「単元学 習」 で行

われ た活 動 と類 似 した活 動 が、単元 と して復活 してい

る。 また 、作 品の読解 につい て も 「伝 え合 い」 の言語

活動 が重視 され 、単元 学習 の要 素 が反 映 され る形 に な

ってい る。 つ ま り、 この 時期の 日本 の国語 教科 書は、

作 品 と活 動単元 が混在 す る形 にな ってい る とい うこ と

で あ る。ただ し、活 動 単元 に登場 す る人物 で ある 「なっ

み 」や 「よ うい ち」には や は り個性 が感 じられ な い。

以 上か らわ かる よ うに 、 日本 の 国語 教科 書 の構成 は 、

学習 指導要 領 の主張 に合 わせ て 変化 して きた。 重要な

点 は、国語 科 の 目的 を言語 生活 の充 実 に求 め言語 活動

が重 視 され る と、子 どもた ちは 教科 書の 中の登 場人物

と同 じ活動 をす るこ とを求 め られ 、反 対 に、国語 科の

目的 を言語 教育 に求 め系統性 が重 視 され る と、本 物の

作家 の作品 を通 して言語 技術 や 文法事 項、語 彙 の取立

て指 導 が行 わ れ る とい う結 びつ きで あ る。

また、 この よ うに国 語科 カ リキ ュ ラム と教 科書 の変

遷 を見て くると、PISA調 査 「読解 」に注 目が集 ま るの

は、成 績 の低下 とい うやや 外的 な理 由ばか りで はない

こ とがわ か る。1989年 度版 「要 領 」の 主張 に結実 した

よ うに、そ の 内実は 一 義 では ない ものの、 「伝 え合 う

力」 の育成 が近年 の国 語科 にお け る課 題で あ る と考え

られ てきた。 だ か らこそ、 それ を求 めてい る とみ な さ

れ る 「PISA型 読解 力」 に注 目が集 まったの であ ろ う。

そ して、 「PISA型 読解 力」 を育成 す る ことに成功 して

い る とされ る フ ィン ラ ン ドへ の国語 教 育 に、 「伝 え合

う力 」 育成 の鍵 を求 め る こ とにな っ たの で あろ う。

3.フ ィンラ ン ドの国 語 教科 書 の特 徴

そ れで は、フィ ンラン ドの国語教 育 の具体 的 な姿は ど

の よ うな もの なのだ ろ うか。 目本 の国語教科 書 の構 成

の変 遷 を念 頭 に置き なが ら、 「教科 書 」を分析 してい く。

(1)教 科 書の位 置 づ け

「教科書 」 の分 析 に入 る前に 、 フィ ンラン ドの教 育

にお ける教 科書 の位置 づ け にっ い て述べ てお くA。フ ィ

ンラ ン ドでは 、1991年 に学校 管理 を国か ら地 方 自治体

に移 管 し、それ に合 わせ て教科書検 定 制が1992年 に廃

止 されて い る。

教科書会 社 は現在5社 存在 し、 これ らは 、行 政官、

教 員組合 代表 とともに、1994・2004年 のナ シ ョナル ・

カ リキュ ラム策定過 程 に加 わっ てい る。 そ して、ナ シ

ョナル ・カ リキュ ラムの策定 と平行 して教科 書作成 を

行 う。教 師お よび研 究者 と協 力 し、教科 の教 育 目標 と

教 科横断 的 な 目標 を考慮 し、 カ リキ ュラム大綱 を具体

化 しな が ら教科 書 を作 り上げ てい く。 つ ま り、カ リキ

ュラム大 綱か ら具体 的な カ リキ ュラムモデ ル を作 り出

す 役割 は、実 質的 に は教 科書 会社 が担 ってい る とい う

こ とで ある。

教 科書 を採 用す るのは 、地方 自治 体で も学校 で もな

く、一人 ひ と りの教 師で あ る。 教科 書の使 用義務 はな

い。 また 、基本 的 に学校 にス トック され 、子 どもに貸

与 す る とい うシ ス テム を と ってい る。

国語科 では 、教科 書が発 行 されて い るのは3年 生以

上 であ り、1・2年 生 の教 科書 は ない。本 稿 で取 り上げ

る 「教科 書」 は、 フ ィンラ ン ドの国語 教科 書 にお いて

最 も高 い採 択 率 を持 つ もの と して紹 介 され て い る。

(2)教 科書 の 構成

そ れ で は、具 体 的に 「教 科書 」の構 成 を見 て い こ う。

ここでは4年 生 の 「教科書 」 を取 り上 げて分析 す るこ

とにす る。

「教科 書」 は、 フ ィンラン ドの人気児 童文 学作家 マ

ル ック ・リッ トネ ンが書 きお ろ した一連 の物語 になっ

てい る。 物語 の舞 台 はバ スキマ キ小学校 とい う架空 の

小学校 で あ り、 ユ ッシ、 ラ ミ、 ミッコ、ア ンナマイ ヤ

な ど、そ の学校 に通 う子 どもた ちが主 人公 にな ってい

る。 ラ ミや ミッコは 「教科 書Jを 使 用 す る子 どもたち

と小学校4年 生 とい う設 定 で あ り、カ ウノ先 生 とい う

先生 のク ラスに い る。物 語 には 、ラ ミた ちの学校生活

や家 庭生 活 の様 子 が描 か れ てい る。

「教科 書」は5つ の単元 か ら成 ってい る。 一つひ と

つの 単元 は、一連 の物語 文 が2～5編 と、投げ込 み教材

で ある文章 が2～6編 、そ して 「作文特 訓道場 」とい う

活動 で構 成 され てい る。 た とえ ば第3部 お よび第4部

は資 料3の よ うな 構成 にな っ てい る。

た とえば 第3部 の内容 を見 てみ よ う。 「バ ス キマ キ

新聞」編 では、ユ ッシた ちは 自分た ちが成 し遂 げた 「図

書館 大作戦」 が紹 介 され た 「バ スキマ キ新 聞」 の記事

を読 み、それ か らどんな新 聞や雑誌 が家 に届 くか とい

うこ とっい て話 し合 い、そ して 自分 た ちで新聞 を作 る

こ とにな る。 ここ か らわ かる よ うに、物 語 の登場人物
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資料3第3部 お よび 第4部 の 目次

で あるユ ッシ た ちは、社 会 にお ける言語 活動 を必 要に

応 じて行 いそ の 中で言葉 を学習 す る 「単元学 習」 を行

ってい る。

次 の 「手 紙 を書 こ う」 では 、 ミッ コたち に誰 で もい

いか ら誰 か知 ってい る人 に電子 メー ル を送 る とい う課

題 が与 え られ、 パ ソコ ンも携帯 電話 も家 にな い ミ ッコ

は困 って しまい 、全 員で手 紙 を書 くこ とにな る。 ここ

で も、 登場 人物 た ちは 「単 元学 習」 を展 開 してい る。

ここで注 意 しなけれ ば な らな い点 が二 点あ る。 第一

に、物語 の 登場人 物 であ るユ ッシた ちは 「単元 学習」

を して い るが、 フ ィン ラン ドの子 どもた ち 自身 が、必

ず しも同 じよ うに 「単元学 習」 を行 ってい るわけで は

ない とい う点で あ る。 物語 文に は必ず 設 問が設 定 され

てお り、読者 で あ るフ ィンラ ン ドの子 どもた ちは、そ

の設 問 に少 な か らず答 えて い るはず であ る。

た とえば 「バ ス キマ キ新 聞 」編 の物語 文 の 後 には 、

「② カ ウ ノ先 生 のク ラスの生 徒 で、だ れが い ちばん雑

誌 を よ く読 んで い る と思い ます か。 そ う思 った理 由 も

書 きな さい。」 「③ バ スキマ キ新聞 の社説 か ら、意 味が

わ か らない言葉 を三つ 以上 ぬき 出 しな さい。 ぬ き出 し

た言 葉 の意味 を、 辞書や イ ンター ネ ッ トを使 って調 べ

な さい」 とい った設 問が4つ 設 定 され て い る。

この よ うな設 問 に答え る ことに よっ て、フ ィンラ ン

ドの子 どもたち は、語彙 を増 や し、文章 の部 分 に着 目

して詳 細 に読 み解 き、論理 的 に回答 す る活 動 を行 って

い る と考 え られ る。

ただ し、物語文 の登 場人 物 が単元学習 を行 ってい る

た め、間接 的 に、新聞 記事 や メール な ど様 々なジャ ン

ル の文 章 に接す る こ とにな り、様 々 な文 体 を読む こ と

に なる。 また、た とえば 「手 紙 を書 こ う」編 で、最後

に 「⑦ お父 さん、 お母 さん 、お じい さん 、お ばあ さん

な ど、大 人 あての手 紙 を書い てみ ま しょ う。」とい う設

問が設 定 され るな ど、 「単元 学習」の要素 が強い書 く活

動 も取 り入れ られ てい る。

注意 しな けれ ば な らない第 二点 目は、登 場人物の 活

動 と現実 の子 どもた ち の活 動 を同一視 して はい けな い

とはい え、物語 文 には、 フ ィン ラン ドの子 どもた ちの

生活 の実 状が かな りの程度反 映 され てい る と考 えられ

る点で あ る。

先述 した 「手紙 を書 こ う」編 では 、家 に パ ソコンや

携帯電 話 がない た め、学校 の課 題が できな くて困っ て

い る ミッコが登場 した。ま た第5部 の 「ひみつ の特 訓」

編 は、 ラ ミの家庭 生活 を描 いた 次の よ うな物語 文で あ

る。 ラ ミは、両親 が離婚 して母親 と一緒 に暮 らして い

るが、 父親 と過 ご した いた めに一緒 にス ポー ツ ・ク ラ

ブに通 っ て水 泳 を練 習 してい る。 ところ が、学校 の健

康 診断 で耳 に炎症 が ある ことが わか り、お 医者 さん に

プール に入 る ことを止 め られ た。父親 と過 ご したいた

めにそ の こ とを父親 に言 い出せ な いラ ミは 、 ど うす べ

きかユ ッ シと ミッコに相談 す る とい う物語 文で ある。

この よ うに、 「教 科 霞」 の物 語 文は 、 フィ ン ラン ド

の子 どもた ちの生活 の 中で切実 な問題 をす くい上げ て

きてい るの では ない か と推 察 で き る。

そ して、物語 文 に続 く設 問 には、次 の よ うな設問 が

含 まれて い る。 「手紙 を書 こ う」編 では 、 「① なぜ ミ ッ

コは困 ってい るのです か。」 「③ も しあなた が ミッコだ

った ら、ど うしますか。」とい う設 問が設定 され てい る。

「ひ みつ の特訓」編 で は、 「友だ ち と二人 で/ク ラス全

体 で、 ラ ミのお父 さんに言 って あげた いこ と、 ラミに

言 ってあ げたい こ とを考 えま しょう」 とい った設 問が

含 まれ てい る。

上 の よ うな設 問に答 え るこ とで、 フィン ラン ドの子

どもたち は、 自分や 友達 の経験 を登 場人物 の経験 に重

ね合 わせ なが ら、 自分 がそ の場 にい るとすれ ば どの よ

うに判 断す るか を問われ るこ とになる。 つ ま り 「教 科
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書 」 にお いて は、読 み取 らせた り意見 を述 べ させ た り

す るテー マは何 で も よい わ けで はな く、ま た論理 の型

のみ がテ クニ カル に教 え られて い るわ けで もない。 そ

うで はな く、子 どもた ちの生活 の中 であ る程度 切実 な

問題 につい て読 み取 り、意 見を述 べ させ よ うと してい

る こ とが うか が え る。

以 上、フ ィンラ ン ドの国語教科 書の構 成 を分 析 して

きた。ま とめ る と次の よ うにな る。 「教科書 」は 、フ ィ

ン ラン ドの子 どもた ち の生 活の実 状 に沿っ て登場人 物

が 「単元学 習」 を行 う物語 文が大 きな 要素 だった。 そ

して 、物語 文 とセ ッ トにな ってい る設 問で は、詳細 な

読解 を求 めた り語 彙 を求 めた りす る設 問、 また実際 に

活 動 を行 うこ とを要 求す る設 問 が含 まれ てい た。

この よ うな 「教 科書」で学習 す るこ とによ って、 フ ィ

ン ラン ドの 子 どもた ちは、 間接的 に 「単元学 習」 を経

験 しなが ら、 自分 や友 達 の経 験 を重ね合 わせ て文章 を

読 み取 り、語 彙 を増や し、論 理的 に回答 す る活 動 も行

って い る と考 え られ る。つ ま り 「教科書 」 は、子 ども

の言語 生活 を重視 す る 「単元学習 」 と、豊富 な語彙 や

論 理 的な読 み書 き を重 視す る言語 技術 の学習 を、巧 妙

に組 み合 わ せ た構 成 に な ってい る の であ る。

まず、 「教科書 」 の巻 末 には、 「読解 の ま とめ」 と し

て 、資 料4の よ うな手 引 きが 掲載 され て い る。

資料4「 読 解 の ま とめ」 と して の手 引 き

物 語 文 を読 む には

読む 前 に

題名 と絵 をよ く見 よ う。

・題 名 と絵 を よ く見 て、 ど う思 った か な?

・物語 の 内容 を想 像 してみ よ う。

読ん で い る あい だ

自分 で 自分 に質 問 しなが ら読 も う。

・何 が起 こっ てい るの か な?

・次 に何 が起 こ るのか な?

・予想 どお りに、何 かが 起 こ った か な?

意味 の わ か らな い言 葉 が出 て きた ら

・そ のま ま先 を読 ん で、 意味 を想像 しよ う。

読み 終 わ った ら

考 え よ う。

・予想 通 りの 内容 だ った かな?

・気 にな っ た ところは あ るか な?

・お も しろ か った かな?

(3)自 立 した 読み を促す 仕掛 け

これ まで に述 べ て きた よ うに 、 「教科 書」 で は論 理

的 な 読み書 きを求 めてお り、そ の前提 条件 として 、フ

ィ ンラン ドの子 どもた ちの 日常生活 で遭遇 す る切実 な

問題 を読 み 物 と して 用意 してい る。

しか しなが ら、 この 「教 科書」 の特徴 はそ れだ けで

はな い。 こ こには、切 実 な問題 とい う状況 に浸 って言

葉 を使 うとい うことの他 に、文章 を読解 す るた めのあ

る種 の系統 的 な 指導 が あ る。

あ る種 の系統 性 と述べ るには 、次 の よ うな理 由があ

る。 日本 にお いて文 章読解 の系統 的指 導を 目的 にす る

場合 には 、た とえば 「視 点」 とい った よ うな、読 むた

め の分析 的 な概 念 を系統 的 に教 え る とい う方 略 が取 ら

れ る。しか し、 「教科 書」では分析 的 な概念 を用 い るこ

とな く、 自力 で読み に熟 達 して い くた めの仕 掛 けが用

意 され てい る。 この仕掛 け によっ て、系統 的 に分析 的

な概 念 を教 えな くて も読 み の技術 を身 にっ けて い くと

考 え られ る。 ここでは 物語文 の読み に焦点 を絞 って論

じよ う。

(メル ヴ ィル ・バ レ他 著、北川 達夫&フ ィン ラン ド ・

メ ソッ ド普 及会 訳 ・編 『フ ィン ラン ドの国語 教科 書3

年 生』 経 済界 、2005年 、88貰 よ り筆者 抜 粋)

これ らの項 目を見 てい る と、題名 に 出会 った時 点か

ら常 に細 か く立 ち止 ま り、 自問 自答 を繰 り返 し、先 を

予想 しなが ら読 み 進 め る姿 が浮 かび 上 が って くる。

そ して、 この よ うな読み を達成 す るため に、教科 書

には さ らに仕 掛 けが あ る。 た とえば、全 て の文 章 にお

いて 、文 を途 中で 区切 って 「ラ ミは ど う思 ってい るの

か な?」 「こ の こ とを 、 ラ ミはお 父 さん に 言 え る か

な?」 な ど書か れた 「小 見出 し」がつ いてい る。読者

で ある子 どもた ち は、 「小 見出 し」にお いて立 ち止 ま り、

自問 自答 し、そ れ までの読 み を確認 した り修正 した り

す る と同時 に、 先 を予想す るこ とで読 みが促 され るこ

とにな る。

っ ま り 「教科 書」 では 、文章 の途 中で細 か く立 ち止

ま りなが ら自問 自答 して読 み進 めてい く経験 を積み 重

ね るこ とに よって 、読む ことがで きるよ うにな る と考

え られて い る。 あ る文章 では文 の一部 がマ ーク してあ
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り、そ こで読 み手 に生 じるだ ろ う疑 問や感想 な どを書

き込んだ ものが掲 載 され てい るこ とも証左 とな ろ う・

これ は、 ある文章 を細 か く立 ち止 ま りなが ら読 み進 め

る他者 の読 みの 実例 を見 るこ とを意図 して い ると考 え

られ る。

さ らに 自立 した 読 み を促 す仕 掛 け と して指 摘 で き

る点は 、子 どもたちに創 作す るこ とを頻 繁 に求 めてい

る点で あ る。 「『リス ト・ラ ッパ ーヤ君 』の新 作 をつ く

りま しょ う。 次 は、 どこで 冒険す る こ とに しま しょ う

か。新作 の題名 を考 え、表 紙 のデザ イ ンもか きな さいJ

「『カ ラス のチー ズ』や 、自分 で考 えた 物語 を、パ ン ト

マイム か影 絵 げ きに しま しょ う」 「『イ ソ ップ物語 』の

ほかの話 も読 み、 きゃ くほん をつ くって みま しょ う」

といった課 題 が多 く設定 され てい る。

この よ うな課 題 は、単 に文章 か ら読み とった ことを

伝 え合 うとい う活動 とは 異な り、作 家の 立場 にな って

作 品を創作 す る こ とを求 め られ てい る。 つ ま り、書 き

手の立場 にな り、書 き手 と同 じ位 置 に立つ こ とが求 め

られ てい るの であ る。

ここか ら、書 き手 と同 じ立場 に立 って書 くこ とに よ

って読み に熟達 してい くこ とが想 定 され てい る と考 え

られ る。つ ま り、 「教科 書」は 、読 む こ とと書 くこ とを

一体 の行 為 と して と られ てい るので ある
。

これ ま で述べ て きた こ とか ら、 「教科 書」の特徴 の全

体 が見え てきた。 もっ とも大 きな特徴 は教 科書 の構 成

方法 だっ た。 それ は、 フ ィン ラン ドの 子 どもた ちの生

活の実状 に沿 って登場人 物 が 「単 元学習 」 を行 う物 語

文が大 きな要 素 で あ り、物語 文 とセ ッ トになっ てい る

設問 に答 える こ とによっ て論 理的 に書 くとい う、単元

学習 の手法 と言語 技術 教育 の手法 を組 み合 わせ たもの

だった。 さ らに は、 自立 した読み を促す た めの仕掛 け

として 、文章 の途 中 で細 か く立 ち止 ま りな が ら自問 自

答 して読 み進 め てい く経 験 を積 み重 ね る こと と、多 く

の創作活 動 を行 うことに よって、読 む こ と ・書 くこ と

に熟達 して い くこ とが想 定 され てい る とい う点 を指 摘

す る こ とが で きた。

を用 いて物 語 文読む こ とや、 「主張一 根拠」といった 書

く型 を繰 り返 し使わせ る とい う手法 を強調 して紹介 し

て きた。

しか し、 「教 科書 」を具 体的 に検討 して きたい ま、こ

の よ うな紹 介 の し方 は一 面的 であ る と言わ ざるを得 な

い。 「教科 書」の最大 の特 徴は その構成 方法 で あ り、生

活の 中で出 会 う問題 に向 き合 って真剣 に言葉 を使わせ

るとい う点 で あった。 この よ うな こ とは、生 活綴 方や

文学の 読み の指導 にお い て、 日本 の教育 実践 におい て

長 く行 われ て きた こ とで あ る。 その点 を確認 してお く

必要が あ るだ ろ う。

今 後 の課 題 と しては 、 「教 科書」が依拠 して いる とな

ってい るカ リキ ュラム 理論や 学習 理論 を明 らかに して

い くこ とを挙 げ てお く。
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4.お わ りに

は じめに で も触 れ た よ うに、 「教科 書 」 を翻訳 した

北川 達夫 は 、 「教 科書」か ら読 み取 る こ とが でき るフ ィ

ンラ ン ドの国語 教 育の特 徴 と して、 問題解 決 とい う型
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